
 

 

第 117 回 FM 桐生番組審議会 議事録  

  

1.開催年月日 令和８年３月 17 日 火曜日 

2.開催場所  FM 桐生３階会議室（桐生市本町５丁目 365-１） 

3.委員総数  ８名 

出席委員数   ７名 

出席委員の氏名 板橋英之、岡野紀子、金子貴征、飯野マリエ、中村昌也、小泉充、星野麻実 

欠席委員の氏名 豊田れい子 

放送事業者側出席者名 坂田道信、天路ひとみ 

  

4.議題（１）聴取番組について委員からの意見と提案 

   

5.議事の概要 

 開会 

 挨拶 

 資料配布物の確認 

  次第・次回聴取番組 CD『Song Spin』 

  （令和８年３月 14 日（土）放送分) 

        

 報告事項 

 ・4 月番組改編、新番組、番組表について 

 ・開発中のアプリ「Shelfs」進捗について 

 ・2 月 18 日（水）コミュニティ放送協議会 第 2 回防災勉強会を桐生で開催 

 ・放送設備の老朽化について 

 

 次回開催日程 令和８年５月 12 日（火）19 時～ 

  

6.審議内容 

 ・放送日時：令和７年 12 月９日（火） 19時 06 分～19 時 59 分 

 ・番組名：『チョイやるオヤジ！ 』 

 ・放送形態：生放送 

 ・番組内容：桐生の街歩きの達人二人が想いっきりローカルや今一番旬な桐生情報を 

  アナログおやじの目線でおもしろ楽しく紹介しています。   

  ・出演者：金子由美彦 石井憲治   

  ゲスト：手づくり布の絵本全国コンクール実行委員会 川村美弥さん 

 



（１）聴取番組について、委員からの意見  

  

 【委員】 

 ・パーソナリティがお二人ともベテランで、内容に学びがあり楽しく聴けた。 

  ・ゲスト出演により番組にメリハリがあった。 

  ・音楽の選曲もテーマがあることで、 

   どれも初めて聞く曲でしたが、関心を持って聴くことができた。 

  ・番組冒頭でコーナー構成（時間割）の説明があり、分かりやすかった。 

  ・市民制作番組として、リラックスした雰囲気で聴くことができた。 

  ・地元愛が感じられる内容だった。 

  ・桐生出身のピアニスト・下山静香さんに関するお知らせ・告知があり良かった。 

  ・渋い選曲や懐かしい楽曲が流れた点が良かった。 

  ・全体的に声がこもっており、聞き取りづらい場面があった。 

  ・意識して聴かないと内容が入ってきにくい印象があった。 

  ・ゲストコーナーの開始が唐突で、会話の流れが不自然に感じられた。 

  ・ゲストの話に被せる場面があり、十分に話を引き出せていなかった。 

  ・ゲストの存在感が薄く、進行面での配慮が不足している印象があった。 

  ・実行委員長やゲストの名前の言い間違いがあり、配慮に欠ける点が見られた。 

  ・パーソナリティの持論が多く、やや聞きづらさにつながっていた。 

  ・会話の間に「えー」といったフィラーが多く気になった。 

  ・紙をめくる音など、不要なノイズが入っていた。 

  ・年齢による声の張りの弱さもあるのか、初めて聴く人には聞き取りづらい可能性がある。 

  ・全体としては良い内容だが、音声面や進行面の調整でさらに聴きやすくなると感じた。 

 

【回答】  

 ・金子さんは、開局時から長く番組を担当されているパーソナリティである。 

 ・病気から回復して復帰されている経緯もあり、 

  その影響で声が聞き取りにくく感じられる可能性がある。 

・技術面で聞きやすい音質・トーンに調整することや、    

 声が通りやすいパーソナリティとの組み合わせなどの工夫が考えられる。 

・番組の趣旨は地元愛にあふれた良い内容であるため、  

  今後も継続しつつブラッシュアップしていくことが望ましい。 

・話し方として、語尾をはっきりさせる、 

 ややゆっくり話すなどの工夫をするとより聞き取りやすくなる可能性がある。 

・ゲストの名前の言い間違いは失礼にあたるため、 

 事前に紙に書いて確認するなどの対策を徹底すべきである。 

 

【その他】 



・NHK「プロジェクト X」でいわきコミュニティ FM の災害備蓄の取り組みを参考に、 

 備蓄体制についての話題が挙がった。 

・FM 桐生の災害備蓄、現状について 

  バッテリーや発電機等放送用の準備は整っている。 

  一方で、食料などを含めた備蓄全体としては十分とは言えず、今後の課題と認識。 

・災害対応や備蓄体制については、今後も継続して検討していく必要がある。 

・備蓄品については、消費期限切れを防ぐため、定期的に入れ替え（ローリングストック）を 

 行うことが望ましい。 

・群馬大学の学生による新番組がスタート予定。 

   

7. 審議機関の答申又は意見の概要の公表  

公表の方法  自社番組内での紹介、事務所への備置き、 

自社ホームページ https://www.fmkiryu.jp/へ掲載 

公表の内容  この書類と同様 

公表年月日  送付日と同日 

  

8.その他参考事項 特になし 

 

https://www.fmkiryu.jp/

